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高齢者、障害者、乳幼児等の要配慮者のうち、災害発生時に自力での避難が困難

で、避難所等に避難した際にも支援が必要となる避難行動要支援者に対し、避難情

報を的確に伝達し、早期に安全な場所に避難することができるようにするため、避

難支援の体制その他必要な考えをとりまとめたものです。このマニュアルに基づき、

地域の皆様の御協力をいただき、避難行動要支援者の支援体制の推進を図ることを

目的としています。

ひとたび大規模な災害が発生したときに、被害の拡大を防ぐためには、県や市の

対応（公助）だけでは限界があり、早期に実効性のある対策をとることが難しい場

合も考えられることから、自分の身は自分で守る（自助）とともに、普段から顔を

合わせている地域や近隣の人たちが集まって、互いに協力し合いながら、防災活動

に組織的に取り組むこと（共助）が必要です。そして「自助」「共助」「公助」が有

機的につながることにより、被害の軽減を図ることができます。

避難行動要支援者は、「自助」が困難であることから、その支援においては、地域

で協力し合う体制や活動、すなわち自主防災会等が支援活動の主力となります。

１ 本マニュアルの目的

２ 自助・共助・公助

基本的な考え

自 助 共 助

公 助

各主体が連携

した支援体制

の確立

自助・共助・公助

自分の身は自分

の努力によって

守る

地域や近隣の人

が互いに協力し

合う

県、市の行政、消

防機関による救

助・援助等



- 2 -

地震や風水害、火災といった危険がせまったときに、それを察知したり、適切に

行動したりといったことに何らかのハンディキャップがあり、周囲の支援が必要に

なる方たちを一般的に「避難行動要支援者」と言います。

● 災害時におけるハンディキャップ

災害時に避難支援・安否の確認が特に必要と思われる高齢者の方や、障害のある

方のうち、個人情報を自主防災会（自治会）、民生委員・児童委員、消防団へ提供す

ることに同意された方々の名簿です。

地区ごと及び民生委員・児童委員ごとの対象者の「一覧表」と、個人ごとの「個

票」の２種類があります。

市が提供する避難行動要支援者名簿は、次のような一定の要件を満たす方につい

て、登録しています。

１ 避難行動要支援者とは

２ 市提供の 避難行動要支援者名簿

避難行動要支援者と名簿について

危険を

察知しにくい１
危険であることを

理解・判断しにくい２
危険に対して

適切な行動がとれない３
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【参考資料】 「避難行動要支援者名簿（一覧表）」

３ 名簿の提供先団体と種類

自主防災会

（自治会）

民生委員・児童委員

消防本部

警察

社会福祉協議会

消防団

☞ 一覧 １

（会長用１）

☞ 一覧 １

☞ 名簿配付なし

☞ 自主防災会と共用

【厳重に管理してください。】

№ 行政区 世帯主 要支援者 年齢 性別 住所 民生委員 登録時期 区分 支援者 安否
連絡先
（本人）

備考

1
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  新規 　 　介 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

2
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  高 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

3
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  高 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

4
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子 　　　　 障 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

5
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  新規  高 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

6
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子 　 　　　障 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

7
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子 　　　　　 　県 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

8
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子 新規  高 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

9
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  独 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

10
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  高 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

11
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  高 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

12
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  高 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

13
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  高　　　障 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

14
101
堀之内本町

魚沼　一郎 魚沼
うおぬま

　太郎
たろう

85 男 新潟県魚沼市堀之内１２３ 魚沼　花子  新規 　 　　　 障 有 ・ 無 安 ・ 否 025-794-1234 サンプル

〇 取扱：市民福祉部　福祉支援課：792-9767　　総務政策部　防災安全課：792-9214
☆ 目的：自主防災計画の作成にお役立てください。平時から要支援者の避難支援計画を立てましょう。
◎ 注意：目的外の使用及びコピーを禁じます。担当者変更時は必ず引継ぎください。更新時は返却いただきます。

令和〇年度　魚沼市　避難行動要支援者名簿／平常時公開同意リスト
　　　　令和〇年〇〇月〇〇日　作成

サンプル
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【参考資料】「避難行動要支援者名簿（個票）」

魚沼市災害時避難行動要支援者名簿登録申請書（兼同意確認）

令和 年 月 日

魚沼市長 様

私は、この制度の趣旨を理解し名簿に登録すること、並びに私が届け出た個人情
報を避難支援等関係者（市、消防、警察、民生委員児童委員、魚沼市社会福祉協議
会、自主防災組織(自治会)）に提供することについて

□同意します □同意しません （いずれかに☑してください。）

□施設入所・長期入院中のため、対象外です。（※施設名 ）

氏名 ○印

以下は同意した方のみご記入ください

※ わかる場合はご記入ください。

避

難

行

動

要

支

援

登

録

者

ふりがな
生年月日

明･大･昭･平･令

年 月 日（ 歳）登録者

氏 名 性 別 男 ・ 女

住 所
〒

魚沼市

※自治会

(班番号) ( 班)

自宅電話番号 ※地区民生委員

携帯電話番号 FAX 番号

区 分

（該当する全

てにレ印）

□高齢者世帯（75 歳以上）（□ひとり暮らし □高齢者のみ）

□要介護認定者（要介護３以上）

□障害者手帳等

（身体１種、療育Ａ、精神保健福祉手帳をお持ちで支援が必要）

□指定難病患者（病名： ）

□その他（ ）

緊
急
時
の
連
絡
先

ふりがな
自宅電話番号

氏 名
携帯電話番号

住 所
〒 登録者と

の 関 係

裏面へつづく
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裏面

以下は、記入できる範囲でお願いします。

避難時及び避

難先での留意

事項

【当てはまる番号に〇をつけてください。】

１ 避難所まで一人で歩くことができない

２ 耳が遠い（補聴器の使用 あり・なし）

３ 手話や筆談など目に見える形での情報提供が必要

４ 車イスを使用している

５ 杖や押し車（シルバーカー）を使用している

６ トイレに一人で行くことができない(介助が必要)

７ イスやベッドが必要

８ 認知症や障害のため、難しい言葉が理解できない

９ 人工呼吸器等を使用しているため、電源が必要

１０ 障害者用トイレが必要

１１ 食事を一人で食べることができない

１２ アレルギーがある（食べ物、薬などを下段へ記載）

（ ）

１３ その他

（ ）

１４ 特になし

支

援

者

※支援をお

願いしてい

る方がいる

場合はご記

入くださ

い。

個人名又は団体名 連絡先
支援者

の区分
備 考

家族・

その他

住所：

個人名又は団体名 連絡先
支援者

の区分
備 考

家族・

その他

住所：

かかりつけの

医師又は

医院・病院名 （☎： ）

その他特記事

項

【服用している薬や身体状況など】
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災害時の避難行動要支援者の安全確保・避難支援のための名簿です。

目的外の利用は絶対にしないでください。また、知り得た情報は外部へ

漏らさないでください。

大切な個人情報ですので、盗難・紛失がなく、また、いざという時に取

り出しやすい場所を選んで保管してください。

名簿は大切な個人情報です。コピー（複製）は絶対にしないでく

ださい。

４ 同意者名簿と非同意者名簿

５ 名簿の適正管理

同意者名簿

平常時からの名簿提供に対

し、同意を得ることができた

方を登載

非同意者名簿

諸事情から名簿提供に対し、

同意を得ることができなかっ

た方を登載

☞ 平常時より名簿提供 ☞ 非常時に備え、市で保管

☞ 非常時に必要に応じて提供

対応の後、すみやかに回収
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（１）市の役割

ア 市で保有する高齢者や障害者等の情報を提供することに同意を得た方の情

報を自主防災会、民生委員・児童委員へ提供する。

イ 定期的に研修会等を開催し、避難行動要支援者避難支援体制の構築を推進

する。

（２）自主防災会の役割

ア 民生委員・児童委員、消防団等と連携し、避難支援の個別計画を作成する。

イ 市が提供する避難行動要支援者名簿を参考にし、自主防災会名簿を作成す

る。

ウ 地域内の危険箇所を把握し、避難経路を確認しておくとともに住民への周

知に努める。

エ 避難行動要支援者の安否確認、避難支援を想定した訓練を実施する。

オ 定期的な見守り活動を実施する。

（３）民生委員・児童委員の役割

ア 自主防災会に協力する。

イ 市の避難行動要支援者名簿の作成に協力する。

ウ 自主防災会が実施する防災訓練へ参加する。

オ 定期的な見守り活動を実施する。

（４）消防団の役割

ア 自主防災会と連携し避難行動要支援者避難支援体制の構築に協力する。

イ 自主防災会への技術支援を行う。

ウ 自主防災会が実施する避難行動要支援者の避難支援に関する防災訓練へ協

力する。

（５）社会福祉協議会の役割

ア 避難行動要支援者の避難支援に関して関係機関との連絡調整に協力する。

１ 関係機関等の役割

平常時の対応
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いざというときに、地域のみなさんが一丸となって地域の安全を確保できるよ

う、自主防災会（自治会）が中心となり、消防団、民生委員・児童委員など、地

域活動に係る団体等との協力体制を確立しましょう。

取組例 自主防災会（自治会）が中心となり地域が結束

災害時に避難場所・避難所に避難する際、ひと工夫で安否確認が容易になります。

地域全員の安全を確認、確保する避難方法を検討しましょう。

取組例 班（組合）などの最小単位で避難場所へ移動

○○地域

自主防災会（自治会）

消防団

民生委員・児童委員 住民

その他団体等

２ 地域内の協力体制の確立

３ 避難・安否確認・情報収集体制の確立
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班の集合場所で全班員の安否確認を！

指定一般避難所または指定福祉避難所へ

地区の集合場所
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非常時の安否確認をより確実に行うために、地域をもういちど見つめなおして

みましょう。また、その際には、特に「非常時に自力で避難することができない

避難行動要支援者」について近所を確認し、非常時には皆で助け合いましょう。

取組例 名簿作成を機に、近所・地域を見直す

注意 名簿を作成する際には要支援者本人や家族のプライバシーへの十分な配慮が必要です。

地域住民に納得のいく説明をして了解の得られた人のみを掲載する、アンケート形式で協

力をあおぐなど、慎重に名簿づくりを進めましょう。

班集合場所：　　　　　　　　　Ａ宅前広場

安否

確認

済み

安否

確認

済み

堀之内太郎 6
○郎（50才）
手足の不自由

小出　二郎 8
○子（22才）

妊婦11月出産予定

湯之谷三郎 4
△男（80才）
□子（79才）

合計 18 4

安否不明者名 けが・被害状況等

    ○○自主防災会　Ａ班 世帯名簿（班長用）

班長：○△◇太郎

世帯主

世帯員数 うち避難行動要支援者
避難
人数

安否

確認

済み

安否

確認

済み

安否

確認

済み

Ａ 3 18 4

Ｂ 10 50 15

Ｃ 8 35 8

合計 21 103 27

安否

未確認

者数
被害状況等特記事項

避難

者数

○○自主防災会　世帯員集計表（会長用）

世帯数 世帯員数
避難行動

要支援者数
班

避難世

帯数

４ 自主防災会（自治会）名簿の作成

それぞれの班名簿

を集計し、地域全体

の状況を把握する
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【参考資料】

安否

確認

済み

安否

確認

済み

安否

確認

済み

合計

安否

未確認

者数
被害状況等特記事項

避難

者数

自主防災会　世帯員集計表（会長用）

世帯数 世帯員数
避難行動

要支援者数
班

避難世

帯数
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安否

確認

済み

安否

確認

済み

安否

確認

済み

合計

安否

未確認

者数
被害状況等特記事項

避難

者数

自主防災会　世帯員集計表（会長用）

世帯数 世帯員数
避難行動

要支援者数
班

避難世

帯数
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各自主防災会名簿を、市から提供のあった「避難行動要支援者名簿」を参考に、

より精度の高い名簿としましょう。

取組例１ 自主防災会名簿を作成済みの場合・・・

「（新）自主防災会名簿」に登載の避難行動要支援者一人ひとりについて、

地域としての避難支援方針を決定する。

取組例２ 自主防災会名簿を作成していない場合・・・

「避難行動要支援者名簿」に登載の避難行動要支援者一人ひとりについて、

地域としての避難支援方針を決定する。

避難行動要支援者名簿
避難行動要支援者の

支援計画の作成へ

自主防災会名簿

避難行動要支援者名簿

より精度の高い

新・自主防災会名簿

（確認）

５ 避難行動要支援者名簿の有効活用

避難行動要支援者の

支援計画の作成へ
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避難行動要支援者名簿などは、ただ持っていれば良

いというものではなく、その一人ひとりをどのように

避難を支援するかが重要です。地域ごとに話し合い、

地域として、避難行動要支援者の避難支援計画をつく

り、実践しましょう。

取組例１ 班（組）全員を支援者として班ごとに支援する

取組例２ 要支援者１名につき、近隣住民数名を支援者とする

消防団と自主防災会の関係

消防団は、市の組織であり自主防災会とは別組織です。市長の指揮命令により活動し、時には

市内の最重要地域におもむき活動を展開します。

しかし、消防団と自主防災会との連携は必須であり、災害時には協働していくことが重要です。

特に災害初動時は、消防団は地元での活動を最優先します。

６ 避難支援計画の作成
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【参考資料】 （記入例） 

避難行動要支援者避難支援計画報告書 

平成   年   月   日

 

自主防災会名              
 

会 長 名              
 
避難行動要支援者対策に関し、次のとおり避難支援体制を整備したので報告

します。 
記 

 
１ 避難行動要支援者 

 

□ 市提供名簿の   名について 
 
☑ 市提供名簿＋独自調査の ２６ 名について 
 

２ 避難支援体制 

 

☑ 班（組）全員を支援者として班ごとに避難支援する 

 

□ 避難行動要支援者１名につき、近隣住民   名を避難支援者とする 

 

□ その他 

 
 

３ 特記事項 

昼間は若手が少なくなるので、非常時には○○事業所にも名簿を提供し、

協力してもらうよう協定を結んだ。 

 

令和
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（１）市の役割

ア 避難行動要支援者の避難、安否確認の状況を把握する。

イ 福祉避難所の設置の要否、避難行動要支援者支援の要否の調整を行う。

（２）自主防災会の役割

ア 避難行動要支援者の安否確認を行う。

イ 個別支援計画に基づく避難支援、避難誘導を行う。

ウ 避難行動要支援者の安否確認、被害状況等を市へ報告する。

（３）民生委員・児童委員の役割

ア 自主防災会に協力するとともに、市（福祉支援課、介護福祉課、健康増進

課等）及び社会福祉協議会との連絡調整をする。

イ 被災者からの相談や現場の状況を把握し、社会福祉協議会への報告及び支

援の要否を調整する。

（４）消防団の役割

ア 自主防災会と連携し、個別計画に基づく避難支援、安否確認などに協力す

る。

イ 避難情報の広報、声かけを行う。

（５）社会福祉協議会の役割

ア 民生委員・児童委員及び市（福祉支援課、介護福祉課、健康増進課等）と

連絡を取り合い、福祉避難所の設置や、要支援者への支援の要否を調整する。

１ 関係機関等の役割

災害時の対応
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警戒レベル４

避 難 指 示

警戒レベル５

緊急安全確保

２ 避難情報の種類

警戒レベル３

高齢者等避難

＜避難行動要支援

のための情報＞

● 避難に時間がかかる避難行動要支援者は、危険な

場所から避難する。

● 家族や避難支援者は、避難行動要支援者の避難を

サポートする。

● 通常の避難行動ができる方は、家族との連絡先、

非常持ち出し品の用意などの避難準備を始める。

● 早めの避難が望ましい場所の居住者等は、このタ

イミングで自主的に避難することが望ましい。

● 避難指示が発令された地区の住民は、危険な場所

から全員避難（立退き避難又は屋内安全確保）す

る。

● すでに安全な避難ができず、命が危険な状況で

す。

● 直ちに身の安全を確保する必要があります。
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なかには防災無線、広報車、消防車などのサイレンや放送を聞き取れない方もい

ます。特に耳や目が不自由な方、高齢者などに対しては、地域力で確実な情報伝達

を行ってください。

（１）市から自主防災会等への情報伝達

３ 確実な情報伝達（情報格差をなくしましょう）

災害対策本部会議

本部長発令決定

教育委員会

事務局総務政策部 防災安全課消防本部

自主防災会長

（自治会長）

防災無線

(同報系)

消防署

消防団

ｴﾘｱﾒー ﾙ

防災ﾒー ﾙ

ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙ ､緊急告知ラジオ

NHK ﾃﾞｰﾀ放送等
関係機関

消防団
各方面隊

市 民 小中学校等
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（２）自主防災会（自治会）から避難行動要支援者への情報伝達

 

市

自主防災会長
（自治会長）

支援者

班長 班長班長

支援者支援者

支援者支援者支援者

要支援者 要支援者 要支援者

情報伝達体制（例）
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自主防災会名簿、または避難行動要支援者名簿などを活用して安否を確認します。

電話が通じない、電話に出ることができないなどの状況も考えられますので、その

場合には直接訪問することも大切です。安否確認を行う際には、被害状況の把握や

必要な情報の伝達なども行いましょう。

なお、安否確認等の収集した情報については、市役所へ報告してください。

○市役所連絡先

○関係機関等連絡先

連 絡 先 電話番号 FAX番号

本庁舎（市役所代表） 792-1000 792-9500

総務政策部 防災安全課 792-9214 792-9500

市民福祉部 健康増進課 792-9763 792-9500

市民福祉部 福祉支援課 792-9767 792-5600

市民福祉部 介護福祉課 792-9755 792-5600

北部事務所（北部庁舎） 797-2311 797-2313

北部事務所入広瀬分室（入広瀬会館） 796-2311 796-2767

ガス水道局 792-1118 792-1119

魚沼市消防本部・消防署 793-0119 792-8441

魚沼市消防署北部分署 797-2512 797-3360

機関名・団体名 電話番号

小出警察署 793-0110

魚沼地域振興局

企画振興部総務課

福祉保健部（魚沼保健所）

792-1302

792-8614

東北電力ネットワーク(株)

魚沼電力センター
0120-175-３66

魚沼市社会福祉協議会 792-8181

市立小出病院 792-2111

魚沼基幹病院 025-777-3200

４ 安否確認と被害状況の把握
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